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儰
儰

は
漸
減
傾
向

を
示
し
て
い

る
。
と
は
い

え
、
依
然
と

し
て
悲
惨
な

死
亡
事
故
は

な
く
な
っ
て

お
ら
ず
、
深

刻
な
状
況
が

続
く
。

実
際
、
高

齢
者
や
歩
行

者
が
痛
ま
し

い
死
亡
事
故

に
合
う
ケ
ー

ス
は
枚
挙
に
暇
な
い
。
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
カ
ギ
は
、
道

路
を
共
有
す
る
全
員
の
規
範

意
識
に
あ
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー

は
「
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ

イ
ト
点
灯
」
と
対
向
車
が
い

な
い
場
面
で
の
ハ
イ
ビ
ー
ム

活
用
を
心
が
け
、
歩
行
者
は

明
る
い
衣
服
や
反
射
材
で

「
自
ら
の
存
在
を
周
囲
に
知

ら
せ
る
」
防
衛
策
が
不
可
欠

だ
。
ま
た
、
着
用
が
努
力
義

務
と
な
っ
て
い
る
自
転
車
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
装
着
順
守
も
、

命
を
守
る
境
界
線
と
な
る
。

誰
も
が
被
害
者
に
も
加
害

者
に
も
な
り
得
る
か
ら
こ

そ
、
ゆ
と
り
を
持
っ
た
「
優

し
い
運
転
」
の
徹
底
が
不
可

欠
。
自
動
車
業
界
を
含
め
た

関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
た
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

人
、
福
井
県
が
21
人
の
合
計

83
人
だ
っ
た
。
先
進
運
転
支

援
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
）

搭
載
車
の
普
及
に
加
え
、
自

動
車
業
界
関
係
者
ら
の
懸
命

の
取
り
組
み
で
、
死
傷
者
数

北
陸
地
区
の
２
０
２
５
年

の
交
通
事
故
死
亡
者
数
は
石

川
県
が
32
人
、
富
山
県
が
30

Ｆ
）
の
調
べ
に
よ
る
、
25
年

の
「
信
号
機
の
な
い
横
断
歩

道
に
お
け
る
一
時
停
止
率
」

で
は
、
富
山
県
が
60
・
９
％

で
全
国
22
位
だ
っ
た
。
一
昨

年
の
全
国
ワ
ー
ス
ト
の
31
・

６
％
か
ら
は
改
善
し
、
全
国

中
位
と
な
っ
た
。
福
井
県
は

35
・
８
％
で
全
国
ワ
ー
ス
ト

３
位
の
厳
し
い
現
状
だ
。
一

方
で
、
石
川
県
が
70
・
３
％

で
全
国
８
位
と
な
り
、
一
昨

年
か
ら
順
位
を
落
と
し
た
も

の
の
、
上
位
の
実
績
を
残
し

て
い
る
。

定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の

交
通
ル
ー
ル
順
守
徹
底
―
―

な
ど
を
重
点
課
題
に
掲
げ
て

い
る
。

特
に
今
年
は
９
月
１
日
に

生
活
道
路
の
法
定
速
度
を
時

速
30
㌔
㍍
に
引
き
下
げ
る

「
改
正
道
路
交
通
法
」
が
施

行
さ
れ
た
。
道
幅
が
狭
く
セ

ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
な
い
生
活

道
路
で
の
減
速
徹
底
は
、
歩

行
者
優
先
の
意
識
を
地
域
に

根
付
か
せ
る
大
き
な
契
機
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ

北
陸
の
秋
は
、
い
わ
ゆ
る

「
釣
瓶
（
つ
る
べ
）
落
と

し
」
と
呼
ば
れ
る
急
激
な
日

没
の
早
ま
り
に
見
舞
わ
れ

る
。
通
勤
や
通
学
の
ピ
ー
ク

時
間
帯
と
日
没
直
後
の
「
薄

暮
時
間
帯
」
が
重
な
る
た

め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
が
暗

さ
に
慣
れ
ず
、
道
路
を
横
断

す
る
歩
行
者
や
自
転
車
の
発

見
が
遅
れ
る
事
例
が
急
増
す

る
。こ

の
「
見
え
な
い
リ
ス

ク
」
に
対
し
、
政
府
は
①
歩

行
者
の
安
全
確
保
と
反
射
材

用
品
の
着
用
促
進
②
夕
暮
れ

時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と

飲
酒
運
転
・
「
な
が
ら
ス
マ

ホ
」
の
根
絶
③
自
転
車
・
特

交
通
事
故
が
増
え
て
い
る
の

も
気
が
か
り
だ
。
事
業
者
に

は
点
呼
な
ど
の
際
に
ド
ラ
イ

バ
ー
の
体
調
を
し
っ
か
り
と

確
認
し
、
輸
送
上
の
安
全
に

く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
ほ
し

い
。９

月
と
10
月
は
「
自
動
車

点
検
整
備
推
進
運
動
」
期
間

だ
。
運
輸
支
局
と
し
て
も
、

街
頭
検
査
な
ど
で
点
検
整
備

の
重
要
性
を
周
知
啓
発
し
て

い
く
。
し
っ
か
り
と
点
検
整

備
を
し
て
い
れ
ば
防
げ
た
と

い
う
交
通
事
故
を
一
件
で
も

減
ら
し
た
い
。
10
月
下
旬
に

は
県
内
の
自
動
車
関
係
団
体

と
協
力
し
、
白
山
市
の
イ
オ

ン
モ
ー
ル
白
山
や
小
松
市
の

小
松
空
港
で
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
。
多
く
の
人
に
点
検

整
備
を
呼
び
掛
け
て
い
く
。

石
川
県
内
の
交
通
事
故
発

生
件
数
や
死
者
数
は
長
期
的

に
減
少
し
て
い
る
が
、
足
元

で
は
下
げ
止
ま
り
の
傾
向
が

み
ら
れ
る
。
死
亡
事
故
に
つ

い
て
は
、
交
差
点
や
そ
の
付

近
で
の
発
生
が
約
９
割
を
占

め
る
。
ま
た
、
交
通
事
故
で

亡
く
な
っ
た
人
の
約
半
数
が

高

齢

者

だ
。
被
害

者
と
加
害

者
が
と
も

に
高
齢
者

と
い
う
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
な

い
。
自
転
車
が
絡
む
事
故
も

目
立
つ
。

バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の

事
業
用
自
動
車
が
関
係
す
る

社
内
教
育
の
徹
底
も
呼
び
掛

け
て
い
く
。

安
全
運
行
の
基
本
は
日
常

点
検
や
定
期
点
検
整
備
だ
。

「
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運

動
」
を
通
じ
、
事
業
者
だ
け

で
な
く
一
般
ユ
ー
ザ
ー
に
も

点
検
整
備
の
重
要
性
を
周
知

し
た
い
。

不
正
改
造
車
は
交
通
安
全

の
み
な
ら
ず
環
境
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
す
。
社
会
全
体
へ

の
迷
惑
行
為
で
あ
る
た
め
、

街
頭
検
査
や
事
業
者
へ
の
啓

発
を
地
道
に
積
み
重
ね
る
こ

と
が
大
切
だ
。

近
年
は
大
型
車
の
車
輪
脱

落
事
故
な
ど
重
大
事
故
も
発

生
し
て
い
る
。
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
一
つ
ず
つ

着
実
に
防
止
対
策
を
推
進

し
、
安
全
・
安
心
な
交
通
社

会
の
実
現
に
努
め
て
い
く
。

富
山
県
で
は
交
通
事
故
発

生
件
数
や
死
者
数
が
前
年
を

上
回
っ
て
お
り
、
決
し
て
楽

観
視
で
き
な
い
。
特
に
高
齢

者
が
関
係
す
る
割
合
は
全
国

平
均
よ
り

高
く
、
高

齢
化
の
進

展
や
生
活

道
路
の
多

い
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
一

層
の
対
策
が
必
要
だ
。

運
輸
支
局
と
し
て
は
、
運

送
事
業
者
に
対
す
る
啓
発
を

継
続
す
る
。
秋
以
降
は
日
没

が
早
ま
り
、
夕
暮
れ
時
か
ら

夜
間
に
か
け
て
事
故
発
生
率

が
高
く
な
る
。
早
め
の
ラ
イ

ト
点
灯
や
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
適

切
な
活
用
を
促
し
て
い
く
。

加
齢
に
伴
う
身
体
機
能
の
変

化
に
配
慮
が
必
要
で
あ
り
、

運
送
事
業
者
に
は
「
交
通
事

故
防
止
は
企
業
経
営
の
根

幹
」
と
い
う
意
識
の
下
、
健

康
状
態
の
把
握
や
適
切
な
労

務
管
理
を
お
願
い
し
た
い
。

飲
酒
運
転
の
根
絶
、
バ
ス

の
車
内
事
故
防
止
、
車
輪
脱

落
に
よ
る
事
故
の
防
止
な
ど

は
引
き
続
き
重
要
な
課
題

だ
。
福
井
運
輸
支
局
と
し
て

も
、
自
動
車
関
係
の
団
体
や

企
業
と
と
も
に
啓
発
を
進
め

て
い
き
た
い
。

ま
た
、
衝
突
被
害
軽
減
ブ

レ
ー
キ
な
ど
を
備
え
た
車
両

に
つ
い
て
、
そ
の
機
能
の
正

し
い
理
解
を
広
め
て
い
く
こ

と
も
大
切
だ
。
不
正
改
造
車

両
や
適
切
に
点
検
整
備
さ
れ

て
い
な
い
車
も
排
除
し
、
交

通
安
全
を
図
っ
て
い
く
。

福
井
県
内
の
人
身
事
故
件

数
は
こ
こ
10
年
で
約
５
割
減

少
し
、
状
況
は
大
き
く
改
善

し
て
い
る
。
一
方
、
社
会
の

高
齢
化
が
進
む
中
で
交
通
事

故
の
被
害
者
に
占
め
る
高
齢

者
の
割
合
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
死
者
数
の
約
３
分
の

２
、
重
傷
者
の
お
よ
そ
半
数

を
高
齢
者
が
占
め
て
い
る
。

高
齢
者
の

事
故
防
止

対
策
は
引

き
続
き
大

き
な
課
題

だ
。運

送
業
界
で
は
人
手
不
足

の
深
刻
化
を
背
景
に
、
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
の
活
躍
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

特集

全国と同様、北陸３県でも「秋の全国交通安全運動」が９月21日からスタートする。30日までの10日

間、北陸地区でも行政、自動車関係団体、各企業がさまざまな試みを実施する。秋の行楽シーズンを控

え、今後は急速に日没が早まるだけに、夕暮れ時や夜間の重大事故リスクが跳ね上がる。北陸３県は公共

交通機関が未発達で、多くの県民にとって自動車への依存度が高いのが特徴だ。それだけに、自動車業界

をはじめ関係者が一丸となった活動を実施し、悲惨な事故を根絶することが急務だ。

北
陸
地
区
の
自
動
車
業
界
関
係
者
が
交
通
安
全
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
す
る

岩
岸
喜
男
支
局
長

木
村
幸
典
支
局
長

大
木
康
夫
支
局
長

点
検
整
備
の
重
要
性

改
め
て
周
知
徹
底

不
正
改
造
車
排
除
へ

地
道
に
啓
発
活
動

適
切
な
労
務
管
理

運
送
事
業
者
に
促
す

夕
暮
れ
時

事
故
防
止

早
め
の
点
灯
反
射
材
着
用
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